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５　終 わ り に
　事例的研究の結果として前記の結論に達したが，学生が自由記述した内容をカテゴリーに分類
する作業を筆者一人で行ったことにより，分類の妥当性が問われる。その点で研究方法に課題を
認めざるを得ないが，今後さらに模擬授業や教育実習などの授業実践をとおして学生の体育授業
に対する意識を捉え，実践的指導力を養うための体育科教育の内容・方法を明らかにしていく実
践的な研究の集積が重要ではないかと考えている。
　模擬授業のねらいは，体育授業づくりの考え方や具体的指導法を体験的に学ぶことにあるが，
模擬授業として良い授業ができるか否かより，学生自身が体育授業づくりのための課題を見出す
ことが重要と考える。授業づくりにおいて多角的に課題意識が持てるよう，模擬授業を軸にした
演習の在り方を引き続き追究していきたい。
〔追記〕
○本研究は，平成１８・１９・２０年度日本学術振興会科学研究費補助金：基盤研究（Ｂ）「『実践的指導力』を育
成する体育教師教育プログラム開発のための実証的研究」（課題番号１８３００２０４，研究代表者：木原成一郎）
の補助を受けて進めたものである。
○本論文は日本体育学会第５９回大会（２００８年９月）の一般発表で口頭発表した内容をもとにまとめた。
要　　　　　旨
　演習で実施の模擬授業を通して体育授業に対する学生の意識とその変容を事例的に捉えること
によって，教職課程にある学生に体育授業の実践的指導力を身に付けるための指導内容を明らか
にするとともに，模擬授業の役割を追究しようした。
　研究方法としては模擬授業の実施及び観察を通して授業後に記入する省察カードの自由記述内
容を分類し，学生の意識を捉えるとともに，模擬授業の継続によってその変容を把握した。
　その結果，学生の意識は「内容（教材）」及び「教師活動」「学習過程」「学習環境」を主とし
た具体的な指導方法に強く向けられている。特に，「教師の言葉かけ」や「指示・説明」の内容・
方法，「示範」の仕方などを中心とした「教師活動」に対する意識が高いことが明らかになった。
「学習過程」「学習環境」等の「教師活動」以外についての意識は指導内容との関連が強く，中で
も「学習環境」の中心となる「場づくり」については，器械運動系・陸上運動系の指導との関連
が強いことが認められた。また，模擬授業実施の経過とともに「教師活動」中心から他の項目へ
と意識の広がりを見せていることがわかった。
　このことから，体育授業に関わる意識を広げていくためには多様な内容を取り上げて模擬授業
を経験するとともに，一定時間数以上の継続的な模擬授業の実施が必要という結論に達した。
　一方，実際の授業では不可欠な子どもの相互関係の指導について，模擬授業では意識が向けら
れておらず，模擬授業をとおして実践的指導力の養成に課題がみられた。 
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